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３面 看護教員の魅力とは？
4・5面 看護師と准看護師の業務区分・役割分担
８面 かんごちゃんが聞く！日本看護協会の政策活動

　看多機は「通い」「泊まり」「訪問
介護」「訪問看護」の４つの機能を
１事業所で一体的に提供する。自宅
への訪問看護に加え、事業所内での
「通い」「泊まり」でも看護職員によ
る医療対応が可能であり、医療ニー
ズの高い人や退院直後で状態が不安
定な人、在宅での看取りを希望する
人等の在宅療養を支えるサービス
【図 1】だ。
　事業所数は 2022 年 4 月現在で
872 カ所。全国的には年々増加して
いるが、小規模な市町村では看多機
がまだ 1 カ所もないところも多い
【図 2】。今後、医療と介護ニーズを
併せ持つ 85 歳以上高齢者の急増な
どを踏まえ、身近な地域で利用でき
る看多機の設置促進が急がれる。
　本会は 11 月 10 日に「看多機の活
用促進のための制度改正についての
要望書」を加藤勝信厚生労働大臣に
提出した。

　日本看護協会の提案により 2012 年度に創設された看護小規模多機能型居宅介護（略称：看多
機）。創設から 10年、事業所数は徐々に増加しているが、地域のニーズを踏まえさらなる設置
推進が課題だ。

　COVID-19 の感染拡大の影響によ
り 2 年の延期を経て、11 月２・３日
に第 6回日中韓看護学会がオンライ
ン形式で開催された。開催目的は、
学術交流を通じて各国の看護実践の
質の向上を図ることと、アジアで隣
接する 3カ国の看護師協会が交流を
深め相互理解と友好親善を図ること
を通じて、リーダーシップを発揮す
る力を強化することである。

　記事に対するご意
見などをお寄せくだ 
さい。

協会ニュースに関する意見募集

　今回のテーマは「すべての市民に
看護を届ける－あらゆる健康に関わ
る UHC の実現に向けて」であり、
開会式では、主催の大韓看護協会の
シン・ギョンリム会長をはじめ、中
華護理学会のウー・シンジュエン会
長、本会の福井トシ子会長があいさ
つした。三協会会長講演で、福井
会長は「実効性のあるUHCの実現
に向けて～将来を見据えて看護は

今、何をなすべきか～」と題して講
演を行い、日本の現状、本会の取り
組みや喫緊の課題等を紹介した。続
いて基調講演では、国際看護師協会
（ICN）のパメラ・シプリアーノ会長、

世界保健機関（WHO）のジム・キャ
ンベルHealth Workforce 部長が発
表を行った。
　午後からは、4つの特別セッショ
ンが企画され、各々について 3カ国
の各演者から紹介された。本会から
は齋藤訓子副会長、秋山智弥副会長、
勝又浜子専務理事、木澤晃代常任理
事が講演者として、ICN 理事兼本
会グローバル戦略アドバイザーであ
る手島恵氏が座長として登壇した。
全体で約 800 人の参加登録があっ
た。なお一般演題は、日本からは計
35 題（口演 12 題、ｅポスター 23 題）
が発表された。

第6回日中韓看護学会
「すべての市民に看護を届ける」をテーマに

初のオンライン開催

日中韓の各団体などからの参加者

加藤大臣（右）に要望書を提出。
左は福井会長

　要望１は、看多機がない（少ない）
地域で事業者の参入と利用者の安定
的な確保を進めるための提案。看多
機は地域密着型サービスであり、原
則としてその市町村の住民のみが利

用可能だ。しか
し小規模な市町
村では安定的な
利用者確保が難
しく、事業者が
参入しづらいと
いう指摘がある。
　また、居住す
る市町村に看多
機がない場合、
市町村を越えて
「区域外利用」を
認める仕組みは
あるものの、自治体の定める条件が
厳格だったり、認められるまで時間
がかかったり、事業所側の書類手続
きが煩雑といった課題がある。
　そこで、看多機を訪問看護などと
同様に、都道府県指定の「居宅サー
ビス」にも位置付け、地域の状況に
応じて事業所が「居宅」か「地域密

着型」を選択可能とする。居宅サー
ビスは市町村を越えて広域的に利用
できるため、利用機会の拡大と事業
者の参入促進が期待される。
　要望２は、看多機についての国民
の理解と利用を促すための提案だ。
現在の介護保険法上では、看多機（複
合型サービス）は「訪問看護及び小
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要望１　看多機を介護保険法の
「居宅サービス」にも位置付ける
とともに、登録定員の上限を 29
人超に拡大する。
要望２　介護保険法における看多
機の定義を見直し、通い、泊まりに
おける「看護」の提供を明記する。
要望３　看多機を健康保険法上に
位置付け、要介護高齢者以外の利
用を可能とする。

規模多機能型居宅介護の組合せ」と
なっており、利用者の状態に応じ
て「通い」や「泊まり」でも看護を
提供している実状が法律上の定義に
反映されていない。看護を提供する
サービスとしてしっかり位置付ける
ことにより、看多機が実践するケア
への報酬上の評価などにもつなげて
いくことが課題だ。
　要望３は、地域共生社会の実現に
向け、看多機がより多くの在宅療養
者を支える地域包括ケアの拠点とな
るための提案。すでに一部の看多機
では障害福祉の共生型サービスなど
の指定を受け、障害児・者の通いや
泊まりを受け入れているが、介護保
険や障害福祉制度の対象にならない
40 歳未満の在宅療養者には、保険
適用される「通い」や「泊まり」の
サービス自体がない。医療と介護の
ニーズを併せ持つ全世代の在宅療養
を支える地域包括ケアシステムの整
備は、本会が「看護の将来ビジョン」
に掲げた課題でもあり、看多機が地
域でさらに機能を発揮するための仕
組みづくりに取り組む必要がある。
　本会は、次期介護保険法改正にお
ける看多機の基盤強化や、2024 年
に控える診療報酬・介護報酬改定で
の評価の拡充を目指し、今後も国へ
の働き掛けを強化していく。

看護小規模多機能型居宅介護、創設から10年
設置推進に向け広域利用や定義見直し求める
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【図1】看護小規模多機能型居宅介護の概要

【図2】市町村規模別の看多機事業所数
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